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記憶するのではなく，理解するように！！

・ クーロンの法則： 211
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・ ガウスの法則： ∫∫∫ ==⋅=
VSS

n dVSdSdSE ρεε )(00 内部の総電荷nE  

・ 静電ポテンシャル(電位)： φφφ −∇=−=↔⋅−= ∫ →
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・ 渦無しの法則： 0=⋅∫C dsE  

・ コンデンサー： CVQ =  

・ 電場のエネルギー：
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・ オームの法則： iEEi ρσ =↔=         

・ 磁場(磁束密度)のガウスの法則： 0=⋅= ∫∫ SS
n ddSB SB  

・ ローレンツ力： BvF ×= q  

・ ビオ・サバールの法則：
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・ アンペールの法則： ∫∫∫ ⋅==×=⋅
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ddSiCd SisB 000 )( µµµ 流を縁とする面を貫く電  

 

小小小小テストテストテストテストとととと解答例解答例解答例解答例    

  無限に長い直線状の電線があるとき、以下の問に答えよ。 

1) ガウスの法則を書け。 

 )(0 内部の総電荷SdSE
S

n =∫ε  

2) 電線上に電荷が線電荷密度λであるとき、電線から距離 r離れた位置の電場の大きさ E(r)を求めよ。 

閉曲面 Sとして、電線を中心とする半径 r、高さ hの円柱の表面を考えると、電場は円柱の側面上で一

定の大きさで垂直。 

ガウスの法則の左辺は、 )(2)()( 000 rrhErEdSE
S

n πεεε =××=∫ 円柱の側面積  

右辺は、 λhS =×= )()()( 線電荷密度円柱ｔの高さ内の総電荷  

したがって，
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次に電線に電流が流れているときを考える。 

3) アンペールの法則をかけ。 

 )(0 流を縁とする面を貫く電Cd
C
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4) 定常電流がこの電線を強さ I で流れているとき、電線から距離 r だけ離れた位置の磁束密度の大きさ

B(r )を求めよ。 

閉曲線 C として電線を中心とする半径 r の円を考えると、磁束密度の大きさは円上で一定で、向きは

円の接線方向。 

アンペールの法則の左辺は、 )(2)()( rrBrBdsB
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右辺は、 I00 )( µµ =× 円の内部を貫く電流  

したがって，
r

I
rB

π
µ
2

)( 0=  

5) 2)と 4)の場合の電場と磁場の様子を図に描け。 

(略) 
 
宿題宿題宿題宿題  各自、電磁気学 I,II の復習をすること。提出の必要なし。 
 
電磁気学 III のページ：http://www.phys.konan-u.ac.jp/~ichida/Lectures/Em3/index.html 
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